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抄録本文
1．事例を選んだ背景
ここでは，なぜこの実践を言語化しようと思ったのか，看護実践を通して自分が気になった点や，明確にしたいことがどのようなことかについて書いてください.

2．事例紹介
ここでは，できごとが生じた状況（施設の特徴や患者の背景，ケア目標と計画など）について記述してください.　また，対象から事例発表の同意を得たことを記載してください.過去の事例であるなど，同意の取得が困難な場合は倫理的配慮リストを作成したうえで，モデル事例として示してください.

3．できごとの記述
ここでは，あなたが言語化したいと考えているできごとについて，①アセスメントしたこと，②ケアとして実施したこと，③そのケアに対する相手の反応について，いくつかの場面を経時的に記述してください.

4．できごとの振り返り
ここでは，あなたが行ったケアに対する相手の反応に着目し，「あなたが行ったケアを相手はどのように受け止めていたと考えられるか」という観点から看護実践を振り返り，あなたの意図したことではなく，あなたと相手との間で生じていたこととして，あらためて気づいたことを記述してください.

[bookmark: _Hlk175322786]5．事例から見出した実践の意味
ここでは，あなたが振り返りを通して感じた，あなたと相手との間で生じたできごと（看護現象）の意味と，今後の看護実践への活かし方について記述してください.
